
 

 

第１６回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

 

日 時 令和２年４月３０日（木） 

                 ８時４５分～ 

             会 場 庁議室兼防災対策室 

 

１ 新型コロナウイルス感染症関連について 

 

２ その他 
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１ 福島市の感染者等の現状について

項目 現状 備考

①患者数 １８人 R2.4.29現在

②帰国者・接触者
外来受診者数

２９９人 R2.4.27現在

③ＰＣＲ検査実施数
結 果

３９６人
陽性１６人（別の医療機関１人）
陰性３８０人

R2.4.28現在
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◆検査実施人数と結果
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２ ＰＣＲ検査について

※福島市保健所管内の医療機関を受診し、本市保健所長が必要と判断し実施した検査人数

累計 ３９６人

〔陽性16人（別の医療機関 1人） 陰性380人〕



（１）相談窓口別対応状況 （～Ｒ2.4.27）
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３ 相談状況

相談窓口 市民 病院 計

新型コロナウイルス感染症に
関する相談専用電話 ※

（令和２年２月５日開設）

２，３３１ ９０ ２，４２１

帰国者・接触者相談センター
（令和２年２月７日開設）

１，５９６ ８２ １，６７８

※ ２月４日以前に受けた新型コロナウイルス感染症保健所相談電話も含む。
なお、4月21日から「一般相談（コールセンター）」として県内一括で業務を委託。



（２）市民等からの相談対応状況

（件）

・自身の健康相談に
ついて
・PCR検査の実施に
ついて
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３ 相談状況

累計 4,099件（１月２３日～４月２７日）

【主な相談内容】
143
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20200429 

■新型コロナウイルス感染症への福島市の対応経過のお知らせ⑯ 

１． 感染された方と濃厚接触者の状況（４月２９日現在）               

  濃厚接触者については、保健所で毎日健康観察を実施しています。 

状況は以下の通りです。※変更点 

  

 

●１８例目（福島県７２例目）（５０代男性） 4/29 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（１６例目の同居家族） 陽性 入院予定 

濃厚接触者は調査中 

 

 

●１７例目（福島県７１例目）（１０代男性） 4/29 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（１６例目の同居家族） 陽性 入院予定 

濃厚接触者は調査中 

 

 

●１６例目（福島県７０例目）（８０代女性） 4/28 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族３名） ２名陽性 

（17・18 例目） 
入院予定 

１名陰性 健康観察中 

感染経路は調査中 

 

 

●１５例目（福島県６６例目）（６０代女性） 4/24 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族３名） 陰性 健康観察中 

感染経路は調査中 
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●１４例目（福島県６５例目）（３０代女性） 4/22 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 入院 

濃厚接触者（入院患者２７名） 陰性 健康観察中 

濃厚接触者（病院スタッフ２名） 陰性 健康観察中 

上記濃厚接触者含む、病院関係者６４名の陰性を確認 

感染経路は調査中 

 

 

●１３例目（福島県６１例目）（６０代男性） 4/19 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（１２例目の夫） 陽性 入院 

濃厚接触者（同僚３名） 陰性 健康観察中 

感染経路は調査中 

 

 

●１２例目(福島県６０例目)（５０代女性） 4/18 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族１名） 陽性 

（１３例目） 

入院 

 

濃厚接触者（同僚７名） ７名陰性 健康観察中 

感染経路は調査中 

 

 

●１１例目(福島県３８例目)（１０歳未満男性） 4/12 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（１０例目の子） 陽性 入院 

同居家族３名 １名陽性 

（１０例目） 
入院 

２名陰性 健康観察終了 

濃厚接触に該当する者は無し 

家族内感染と考えられる 
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●１０例目(福島県３７例目)（４０代男性） 4/11 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族３名） １名陽性 

（１１例目） 
入院 

２名陰性 健康観察終了 

職場内集団感染と考えられる 

 

 

●９例目(福島県２６例目)（４０代男性） 4/8 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陰性 

（4/15、4/16） 

退院（4/18） 

濃厚接触者（同居家族３名） ３名陰性 健康観察終了 

職場内集団感染と考えられる 

 

 

●８例目(福島県２５例目)（２０代男性） 4/8 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（５・６例目の子） 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族２名） ２名陰性 健康観察終了 

濃厚接触者 

（同居家族・職場以外２名） 
― 健康観察終了 

陰性となった２名の同居家族は５例目、６例目の陰性となった同居家族

と重複 

上記以外の２名は６例目の同居家族・職場以外の濃厚接触者４名のうち

２名と重複 

家族内感染と考えられる 

 

 

●７例目(福島県２０例目)（３０代男性） 4/7 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陰性 

（4/15、4/16） 

退院（4/17） 

濃厚接触者（同居家族２名） ２名陰性 健康観察終了 

濃厚接触者 

（同居家族・職場以外３名） 
３名陰性 健康観察終了 



4 

 

職場内集団感染と考えられる 

●６例目(福島県１９例目)（４０代女性） 4/7 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（５例目の妻） 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族３名） １名陽性 

（８例目） 
入院 

２名陰性 健康観察終了 

濃厚接触者 

（同居家族・職場以外４名） 
うち２名陰性 健康観察終了 

陰性となった２名の同居家族は５例目、８例目の陰性となった同居家族 

と重複 

家族内感染と考えられる 

 

 

●５例目(福島県１８例目)（５０代男性） 4/7 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 入院 

濃厚接触者（同居家族４名） ２名陽性 

（６・８例目） 
入院 

２名陰性 健康観察終了 

陰性となった２名は６例目、８例目の陰性となった同居家族と重複 

職場内集団感染と考えられる 

 

 

●４例目(福島県１７例目)（４０代男性）  4/7 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陰性 

（4/27、4/28） 

退院（4/29） 

濃厚接触者（同居家族３名） ３名陰性 健康観察終了 

濃厚接触者 

（同居家族・職場以外６名） 
うち２名陰性 健康観察終了 

職場内集団感染と考えられる 

 

 

●３例目(福島県５例目)（７０代女性）  4/1 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人（１例目の妻） 陰性 

（4/14、4/15） 

退院（4/16） 
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家族内感染と考えられる 

 

●２例目(福島県４例目)（２０代女性） 3/31 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陰性 

（4/6、4/7） 

退院（4/8） 

濃厚接触者（両親） 実施なし 健康観察終了 

濃厚接触者（友人） 陰性 健康観察終了 

・職場関係について健康上異常は認められない。（仙台市保健所が確認） 

 

 

●１例目(福島県３例目)（７０代男性）  3/31 陽性確認 

対象者 PCR 検査結果 状況 

本人 陽性 退院（4/24） 

濃厚接触者（妻）※3例目 陽性 退院（4/16） 

濃厚接触者（子） 陰性 健康観察終了 

濃厚接触者（同僚１２名） 陰性（4/7） 健康観察終了 

・生活や仕事関係の接触者の行動歴や接触状況を調査し、感染経路を探 

 ったが、発症前の接触者も含め、全員健康状態に異常なく、現時点で 

は、感染源の特定や推定には至っていない。 

 

 

 

※４例目、５例目、７例目、９例目、１０例目は同僚。 

 

 



新型コロナウイルス感染拡大に伴う福島市緊急支援策（令和２年４月３０日現在） Ｎｏ.1

対象 区分 支援項目 分類 主な内容 担当課 問合せ先（直通）

① 特別定額給付金の早期支給 特別定額給付金（1人あたり10万円）をできる限り早期に支給します。 生活福祉課 024（572）5830

② 子育て世帯臨時特別給付金

　 の早期支給
児童手当を受給する世帯に対して子育て世帯臨時特別給付金（対象児童1人あたり1万円）を上乗せして給付します。 こども政策課 024（525）3767

① 市営住宅の入居支援
会社の解雇や離職等やむを得ない理由により住宅の退去を余儀なくされた福島市民の方を対象に市営住宅を提供しま

す。（20戸予定、無償、原則3か月・1年間限度）
住宅政策課 024（525）3757

② 内定取消学生等に対する

　 就職支援
内定取消、失業等となった市民を市の会計年度任用職員として採用します。

人事課

産業雇用政策課

024（525）3703

024（515）7746

① 市税・国保税
減収などにより納付が困難な場合、申請により徴収猶予を受けることができる制度があります。該当する場合は原則

１年以内の期間に限り猶予を受けることが可能になります。
納税課 024（525）3736

② 水道料金 一時的にお支払いが困難な事情がある方に対し、支払いを猶予します。（最大4か月）
水道料金お客さま

センター
024（526）0735

③ 下水道使用料

④ 農業集落排水施設使用料
一時的にお支払いが困難な事情がある方に対し、支払いを猶予します。（最大4か月） 下水道総務課 024（525）3789

⑤ 介護保険料
申請により徴収猶予を受けることができる制度があります。該当する場合は1年以内の期間に限り猶予を受けることが

可能となります。
長寿福祉課 024（525）6551

⑥ 後期高齢者医療保険料
申請により徴収猶予を受けることができる制度があります。該当する場合は福島県後期高齢者医療広域連合長が認め

た期間に限り猶予を受けることが可能となります。
国保年金課 024（525）3724

① 国保税の減免
主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な疾病を負った世帯や、主たる生計維持者の事業収入等の30/100以上の減少が

見込まれる世帯（所得制限あり）に対して減免します。
国保年金課 024（525）3735

② 介護保険料の減免
主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な疾病を負った世帯や、主たる生計維持者の事業収入等の30/100以上の減少が

見込まれる世帯に対して減免します。
長寿福祉課 024（525）6551

③ 傷病手当金の支給
国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入していて、療養のために休業等した期間、給料の全部又は一部が支給され

ない被用者等に対して傷病手当金を支給します。
国保年金課

国保

024（525）3773

後期

024（525）3724

④ 保育料の減額 市の要請により家庭での保育に協力いただいた場合に、保育料を日割り計算により減額します。 幼稚園・保育課 024（525）3750

個

人

・

事

業

主

(1) 特別定額給付金等

　　の早期支給

(2) 困窮者支援

(4) 国保税等の減免等

市

民

生

活

支

援

(3) 市税等の徴収猶予

別紙１



新型コロナウイルス感染拡大に伴う福島市緊急支援策（令和２年４月３０日現在） Ｎｏ.2

対象 区分 支援項目 分類 主な内容 担当課 問合せ先（直通）

① マスク・消毒液の配布
小・中学校、特別支援学校、幼稚園、保育所、認定こども園、認可外保育所、放課後児童クラブに対して、マスク・

消毒液等を配布します。

学校教育課

幼稚園・保育課

こども政策課

024（525）3782

024（572）3418

024（525）3767

② 衛生用品等の購入支援 保育施設、放課後児童クラブ等における衛生用品等の購入経費を補助します。
幼稚園・保育課

こども政策課

024（572）3122

024（525）3767

③ 地域でマスクを作って、

　 学校応援プロジェクト
各学習センターで活動している団体等が手作りマスクを作って全児童生徒に配布します。（4月より） 中央学習センター 024（534）6631

① 母子生活支援施設の感染症

　 対策に係る改修費用の補助
母子生活支援施設の感染防止対策として共用スペースからの隔離スペースの改修費用等を補助します。 こども家庭課 024（525）3780

② 妊婦へのマスク配布

妊婦に対して市独自に1人あたり10枚のマスクを配布します。

（4月25日より妊娠届出時に配布開始。5月に未配布の方へ発送。）

また、布製マスク（国納入分）を配布します。（5月より毎月2枚配布）

こども家庭課 024（525）7671

① テナント飲食店舗への賃料

　 の補助

賃料を支払っている飲食店に対して売り上げの状況に応じて賃料の1/2（一店舗あたり上限20万円、一事業者あたり

最大40万円）を補助します。

併せて、家主に対しても相応の家賃引き下げについて協力をお願いします。

② 自己所有飲食店舗への補助
固定資産税の減免（令和3年度分）に加え、自己所有物件の飲食店に対して売り上げの状況に応じて一律5万円を補助

します。（一事業者あたり最大10万円）

③ 福島エールごはんプロジェ

 　クト

テイクアウトやデリバリーなどの方法で食事の提供を行う飲食店や宿泊施設の事業者を集約して紹介するウェブペー

ジを公開しています。（掲載店舗数　4月24日現在204店舗）

観光コンベンショ

ン推進室
024（525）3722

(2) 資金繰り不安への

　　支援
① 信用保証料・利子補給補助 福島県の新型コロナウイルス対策資金を利用した場合の信用保証料や利子の全額を補助します。 商工業振興課 024（525）3720

① 温泉使用料の減免・補助 三温泉地の令和2年4月分から令和2年7月分温泉使用料の35％を減免（飯坂財産区）又は補助（高湯・土湯）します。
観光コンベンショ

ン推進室
024（572）5717

② 水道料金の減免 市内のホテル・旅館業の水道料金を減免します。 水道局水道総務課 024（572）5718

(4) 販売が減少している

　　市場内事業者への支援
① 市場使用料等 卸売業者・仲卸業者等に対し、市場使用料や光熱水費の納付が困難な場合に納付を猶予します。（最大4か月） 市場管理課 024（553）1213

① 観光客等受け入れ環境整備

　 緊急対策事業

観光庁の「訪日外国人受入環境整備緊急対策事業（ホストタウン等緊急対策事業）」を活用する事業者に市による上

乗せ補助を行います。補助額：事業額の1/3

観光コンベンショ

ン推進室
024（572）5717

② 小規模事業者持続化支援
国の令和元年度補正予算小規模事業者持続化補助金＜一般型＞の採択を受けた小規模事業者に、市による上乗せ補助

を行います。補助率：1/2（国補助除く）　補助上限額：12.5万円、コロナ特別枠 補助上限額：25万円

③ 企業スキルアップ支援
職員のスキルアップ研修や通信教育を受講させる場合の費用の全部または一部を補助します。

補助率：10/10　補助上限額：5万円（1企業あたり）
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ピンチをチャンスにプロジェクト

ピンチをチャンスにプロジェクト

ピンチをチャンスにプロジェクト



特別定額給付金

１ 対象

令和２年４月２７日に住民基本台帳に登録されている方

２ 支給額 対象者１人につき１０万円

３ 申請方法 ※申請者は世帯主です。

①郵便申請

世帯主あてに郵送された申請書に振込先口座を記入し、申請書と

通帳等の写しと運転免許証等の写しを福島市へ返送します。

②オンライン申請（マイナンバーカードをお持ちの方）

マイナポータルから振込先口座を入力します。

③電話予約による緊急申請（５月４日まで）

４ 問合せ先

福島市役所 健康福祉部 生活福祉課 ５７２-５８３０（直通）

1

福島市民のみなさまへのお知らせ ① 別紙２



子育て世帯への臨時特別給付金

児童手当を受給する世帯を対象として、臨時特別給付金を支給します。

１ 対象

福島市から児童手当を受給している方（申請不要）

公務員で所属庁から児童手当を受給している方（申請必要）

２ 基準日

令和２年３月３１日

※令和２年３月に中学校を卒業した児童も対象です。

ただし、特例給付（児童１人５千円給付）該当は除きます。

３ 支給額 対象児童１人につき１万円

４ 問合せ先

福島市役所 こども未来部 こども政策課 ５２５-３７６７（直通）
2

福島市民のみなさまへのお知らせ ②



福島市 市営住宅の入居支援

会社の解雇や離職等やむを得ない理由により住宅の退去を余儀なくされ

た福島市民の方を対象に市営住宅を提供します。

１ 提供戸数 ２０戸予定

２ 家賃 無償

３ 提供期間 原則３か月・１年間程度

４ 問合せ先

福島市役所 都市政策部 住宅政策課 ５２５-３７５７（直通）

3

福島市民のみなさまへのお知らせ ③



内定取消学生等に対する就職支援

内定を取り消しされた学生や離職を余儀なくされた方を対象とした支援

として、福島市の会計年度任用職員（非常勤職員）の募集を行います。

1 募集内容（募集人数）

①保健所、相談窓口、及び臨時給付金業務等 （５名程度）

②飲食店営業継続支援業務等 （５名程度）

２ 問合せ先

①福島市役所 総務部 人事課 ５２５-３７０３（直通）

②福島市役所 商工観光部 産業雇用政策課 ５１５-７７４６（直通）

4

福島市民のみなさまへのお知らせ ④



市税等の徴収猶予や減免など

市税等の支払いの猶予や減免などがあります。

詳しくは福島市役所の各担当課へお問合せください。

5

対象 担当課 問合せ先（直通）

市税・国保税
（支払い猶予）納税課
（国保税減免）国保年金課

５２５－３７３６
５２５－３７３５

水道料金 水道料金お客さまセンター ５２６－０７３５

下水道使用料
農業集落排水施設使用料

下水道総務課 ５２５－３７８９

介護保険料 長寿福祉課 ５２５－６５５１

後期高齢者医療保険料 国保年金課 ５２５－３７２４

保育料 幼稚園・保育課 ５２５－３７５０

傷病手当金 国保年金課
（国保）５２５－３７７３
（後期）５２５－３７２４

福島市民のみなさまへのお知らせ ⑤



売上が減少している飲食店への支援

テナント・自己所有の飲食店舗を対象とした支援として、賃料等の補助を

行います。

問合せ先

福島市役所 商工観光部 産業雇用政策課 ５１５-７７４６（直通）

6

対象 補助内容

テナント店舗
一事業者あたり最大4０万円
（一店舗あたり、上限２０万円×２店舗）
（賃料月額１／２×４か月分相当）

自己所有店舗
一事業者あたり最大１０万円
（一店舗あたり、一律５万円×2店舗）

事業者のみなさまへのお知らせ ①



相談件数累計： 576 件 （4月17日～4月27日）

新型コロナウイルス感染症に関する生活相談案内窓口
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【主な相談内容】
・国等の制度概要（現金給付等）
・資金繰り支援、融資制度
・中小企業・小規模事業者向け相談
　（持続化給付金）
・生活資金相談



セーフティネット申請状況 

 

商工観光部 

 

１ 現況 

（１）累計申請件数（3/10～4/27 現在）        ３６８件 

 

（２）繁忙期（4/1～27：延べ 19 日間）累計申請件数  ３０２件 

 

（３）日平均申請件数（繁忙期）           約１６件 

 

 

＜参考＞ 

新融資制度創設（利息、保証料が国県より補助されるもの） 

◆福島県制度資金「新型コロナウイルス対策特別資金（実質無利子型）」 

取扱期間 令和 2年 5月 1日から 12 月 31 日受付分まで   

対 象 者 ①個人事業主（ﾌﾘｰﾗﾝｽ含み、小規模に限る）売上減少▲５％以上 

      ②小・中規模事業者 売上減少▲５％以上 

     ③小・中規模事業者 売上減少▲１５％以上 

融資限度 運転資金、設備資金 3,000 万円 

融資期間 10 年以内（うち据置 5年以内） 

融資利率 当初 3年間無利子 （固定 年 1.5％以内） 

保証料率 上記①、③は全期間保証料ゼロ 

     上記②は、全期間保証料率 1/2 

※融資を受ける要件として、セーフティネット保証 4号、5号及び危機関連保証

の市町村の認定書が必要となる。 



R2.4.30 

1 

 

新型コロナウイルス感染症 
ご自宅で過ごされる方々への取り組み一覧 

 

１．「新型コロナウイルスとの長期戦を乗り越えよう」 （長寿福祉課）4/16 

    チラシを作成し、地域包括支援センター経由で高齢者の方々に広報。 

    運動、散策、会話、口腔、栄養などについて分かりやすく解説。 

    「いきいきももりん体操」「お口のももりん体操」についても紹介。 

 

 

２．「古関裕而記念館 花文字 エール」 （観光コンベンション推進室）4/27～ 

    花見山観光振興協議会と福島明成高校、古関裕而記念館がコラボし、記念館東側 

   に「エール花壇」を制作。 

    デザインは福島明成高校生が１月から準備を開始し、当初、花見山公園に設置予 

   定であったものを記念館に設置。 

    花は、パンジーとビオラ（寒さに強いパンジーやビオラは、花の少なくなる晩秋 

   から春先に華やかに彩る） 

 

 

３．「おうちでコンサート♪」 （公益財団法人福島市振興公社）4/28～ 

   ふくしん夢の音楽堂で、大ホールの素晴らしい響きを家の中でも楽しんでいただけ 

  るよう、福島市で活動するアーティストによる演奏を YouTubeで配信。 

 

  曲名：マスカーニ作曲 小林直央編曲 「カヴァレリア・ルスティカーナ」より間奏曲 

  演奏：小林直央（マリンバ） 

  会場：ふくしん夢の音楽堂大ホール 

  制作：公益財団法人福島市振興公社 

 

  ※全国のマリンバ奏者に向けて、本動画で演奏されている楽譜（小林さん編曲）を 

   無償提供 

 

 

４．「おうちで元気 UP↑↑運動動画の作成」 （東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会 

                      福島市推進室）4/28～ 

    小学生の運動不足を解消し、健康増進に寄与するため、東邦銀行陸上競技部 

   の協力のもと、運動動画（なわとび）を制作。 

    東邦銀行 平成２５年８月 包括連携協定締結 

   東邦銀行陸上競技部 佐藤智美選手（パラ）が、「なわとび」を披露。 
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５．「地域でマスクをつくって学校応援プロジェクト」（中央学習センター）4/28 

    中央学習センターの利用者や地域の皆様が手作りしたマスクを中学校に届ける。 

 

  １ 日   時   令和２年４月２８日（火） 午前１０時から         

  ２ 場   所   福島市立福島第二中学校 校長室 

  ３ 出 席 者   ○贈呈者 

             福島中央レクダンス愛好会ドリーム（中央学習センター利用団体） 

             福島中央レクダンスロンド    （     〃      ） 

             中央学習センター館長   

            ○福島第二中学校 

             校長・生徒会役員 

  ４ 内   容   手作りマスクを全校生（２２１人）にお渡しします。 

  ５ そ の 他   ・他の学校には完成次第、随時各学習センターからお届けする予定 

            ・株式会社クラロン様より生地のご提供(4/5) 

            ・株式会社丸福織物様より生地のご提供(4/11) 

 

 

６．「感謝とエールを届けます！」～ 医療機関への資材配布スタート ～ 

                       （保健所総務課、財政課）4/29 

 

  市の呼びかけに応じ、市内外、多くの企業様からマスクや手袋等の調達にご協力を 

 いただいている。 

  医療の最前線で献身的に従事いただいている保健・医療関係の皆様へ「感謝」と 

 「エール」を送りたい！という協力していただいた方々の気持ちを乗せて、医療機関に 

 お届けしている。 

 

   １ 日  時 ： 令和２年４月２９日（水） 午前１０時００分から 

   ２ 場  所 ： 福島赤十字病院 正面玄関 

   ３ 内  容 ： 「医療機関への資材配布」 

            出席者：福島赤十字病院 院長 渡部 洋一 氏 ほか 

   ４ その他    今回配布するのは、手袋（ニトリルグローブ）など 

 

   調達にご協力いただいた企業（順不同） 

   （１）高保製薬工業株式会社     瀬上町字西上新田２５－２ 

   （２）大内わら工品株式会社     森合字小松原１７ 

   （３）ＮＯＫ株式会社福島事業所   永井川字続堀８ 

   （４）コープ食品株式会社東北工場  瀬上町字南中川原１２－１ 

   （５）福島県建設業協会県北支部   北中央１丁目２２−１ 

 


